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が考量た公園です 
みhなの前で発表に 

便利さ云G市民力話ら好評」だづた 
中心商店街無料巡回パズ運行 

ーこのまちの未来を占うフォーラムー開催 
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「
ニ
十
一
世
紀
の
こ
の
ま
ち
を
想
像
す
る
」
 

「こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
？
」
を
話
し

合
つ
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
十
月
ニ
十
」
百
、
囲
五
所

川
原
青
年
会
議
所
地
域
振
興
委
員
会
の
主
催
で

開
催
さ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
サ
ン
ル

ー
 

ト
五
所
川
原
に
は
、
青
年
会
議
所
の
会
員
、
中

心
商
店
街
の
人
々
、
市
内
の
小
学
生
、
市
役
所

の
若
手
職
員
な
ど
が
参
集
し
、
中
心
商
店
街
の

活
性
化
と
児
童
達
が
考
え
る
夢
の
狼
野
長
根
公

園
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
十

一
月
五
日
か
ら
の
六
日
間
に
は
中

心
商
店
街
活
性
化
事
業
と
し
て
無
料
巡
回
パ
ス

が
運
行
す
る
な
ど
、
市
民
・
商
工
主
・
行
政
が

今
、
こ
の
ま
ち
の
明
る
い
未
来
へ
の
道
を
模
索
 

'
 

の計画てil扱し商店街を 

亙練ら札た活性北案 

「池にはボートが欲
夢の公園をl 

し
歩
き
始
め
て
い
ま
す
。
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慧

H
縄
一
 

十
一
月
「
百
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル

ー
ト
 

た
功
績
の
あ
「
た
方
々
、

市
政
の
進
展
  
2
 

五
所
川
原
に
お
い
て
平
成
十
年
度
文
化
 

に
著
し
い
功
績
を
残
さ
れ
た
力
々
、
公

褒
賞
・
市
褒
賞
並
び
に
内
助
功
労
章
表
 

共
の
福
祉
増
進
に
顕
著
な
功
績
の
あ
「
 

彰
式
が
成
田
市
長
、
表
彰
推
薦
委
員
、
 
た
方
々
、
徳
行
が
優
れ
広
く
市
民
の
模

来
賓
な
ど
約
百
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
 範
と
な
る
方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
 

文
化
褒
賞
三
名
、
市
褒
賞
四
名
、
内
助
 
式
で
は
、

成
田
市
長
か
ら
受
賞
者
一

功
労
章
七
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

人
ひ
と
り
に
褒
状
、
褒
章
並
び
に
記
念

同
賞
は
、
長
年
に
わ
た
り
教
育
・
文
 

品
が
贈
ら
れ
功
績
を
称
え
ま
し
た
 

化

・
ス
ポー
ツ
の
振
興
、
発
展
に
優
れ
 
今
回

の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
く
 

書
道
を
通
じ
て
地
域
文
化
の
 

一
 
振
興
、

発
展
に
貢
献
 

斎

藤

隆
蔵

氏
（
6
4歳
）
 

旭
町
 

豊
友
書
道
会
を
結
成
し
た
ほ
か
五
所
 
書

道
研
究
清
泉
会
を
主
宰
し
、
そ
の

川
原
書
道
会
の
結
成
に
も
参
画
し
、
そ
  

優
れ
た
指
導
力
を
発
揮
し
て
多
く
の
優

の
優
れ
た
指
導
力
を
発
揮
し
て
多
く
 
秀

な
門
下
生
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
 

の
優
秀
な
門
下
生
を
育
成
す
る
と
と
も
 
 

福
島
」
薬
書
道
展
、
横
須
賀
な
に
わ
づ

に
、

青
森
県
展
、

青
森
県
書
道
連
盟
展
、
 
 

会
全
国
展
、

貞
香
会
書
竹
展
、
書
道
研

書
星
展
、

読
売
書
法
展
な
ど
に
出
品
し
  

究
温
知
会
選
抜
展
、
陵
風
書
道
会
全
国

数
多
く
の
賞
を
受
け
、
書
道
を
通
じ
て
 
展
、

青
森
県
書
道
連
盟
会
員
展
な
ど
に

地
域
文
化
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
 

山
品
し
数
多
く
の
賞
を
受
け
、書
道
を
通
じ
 

た
。
 

て
地
域
文
化
の
振
興
発
展
に貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
佐
藤
愛
子
さん
 

内
助
功
労
章
 
粛
藤
蘭
子
さ
ん
 

書
道
を
通
じ
て
地
域
文
化
の
 

振
興
、
発
展
に
貢
献
 

佐
藤
 

了
氏
（

6
8歳
）
 

蓮

沼
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地
域
医
療
の
充
実
と
発
展
に
貢
献
 

封

馬
昭

幸

氏
（
6
7歳
）
 

田
 
町
 

囲
碁
を
通
じ
て
地
域
文
化
の
 

振
興
、
発
展
に
貢
献
 

J

藤
和

豊
氏
品

歳
）
 

烏
 
木
林
 

教
職
の
傍
ら
囲
碁
部
顧
間
と
し
て
生

徒
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
日
本
棋
院

青
森
県
本
部
常
任
理
事
と
し
て
囲
碁
の

普
及
に
努
め
る
ほ
か
、
自
ら
の
才
能
を

磨
き
全
国
教
職
員
名
人
、
青
森
県
名
人
、
 

青
森
県
本
因
坊
、
青
森
県
棋
聖
、
青
森

県
王
座
な
ど
多
く
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得

し
、
囲
碁
を
通
じ
て
地
域
文
化
の
振
興
、
 

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
工
藤
ハ
ル
江さ
ん
 

長
年
に
わ
た
り
開
業
医
と
し
て
地
域

医
療
の
充
実
と
予
防
、
保
健
意
識
の
普

及
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
北
五
医
師
会
長
、
 

警
察
医
、
学
校
医
、
市
民
保
健
協
議
会

長
の
要
職
を
務
め
児
童
の
体
位
向
上
、
 

青
少
年
の
健
全
育
成
、
地
域
医
療
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
封
馬
優
子
さ
ん
 

E所川原市文化褒主 
並ひに内彫1功労 

）
ニ
コ組
．ー
 

巨
、
 

べ
 
たを
 

る
の

者
氏

え
会

賞
夫

応

社
受
秋

に
域
 
J
村

誉
地

す
中

栄

層
ま
る
 

の

ー
め
べ

日
ね

努
述
 

今
重

に
を
 

r
 を
展
辞
 

一
 
l
ー

進
発

謝
 

一
 
搭
精

政
て
 

「欄
更
 

、
表
 

】
‘
く
め
七

く
め

代
 

く
 

で域10年度ミ所h藤 

製
材
業
界
の
発
展
に
尽
力
 

鶴

谷

正
次

氏
 

（
平成
十
年
八
月
十
三
日
逝
去
9
4歳
）
 

布
屋
町
 

製
材
業
一
筋
に
卓
越
し
た
技
能
と
経

営
能
力
を
発
揮
し
安
定
し
た
良
質
木
材

の
供
給
に
努
め
、
豊
富
な
識
見
と
的
確

な
指
導
で
業
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

ほ
か
教
材
の
寄
贈
、
街
路
樹
の
植
樹
な

ど
奉
仕
活
動
を
献
身
的
に
行
い
市
民
生

活
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た

r
 

内
助
功
労
章
 
鶴
谷
ヤ
ナ
さ
ん
 

市
消
防
団
の
団
員
育
成
や
 

消
防
技
術
力
向
上
に
尽
力
 

外

崎
清
三

氏
（
7
1歳
）
 

長
橋
字
広
野
 

昭
和
二
士
一
年
九
月
旧
中
川
村
消
防

団
に
入
団
以
来
そ
の
任
務
を
深
く
白
党

し
、
地
域
の
民
生
安
定
の
た
め
率
先
し

て
防
火
活
動
に
奔
走
す
る
と
と
も
に
五
 
 所

川
原
市
消
防
団
副
団
長
を
務
め
団
員

の
指
導
育
成
や
消
防
技
術
力
向
上
に
尽

力
す
る
な
ど
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
外
崎
ヤ
ェ
さ
ん
 

一
農
林
業
の
振
興
、発
展
に
貢
献
 

一
中

村
秋
夫

氏
（
7
5歳
）
 

飯

詰
 

長
年
に
わ
た
り
農
業
協
同
組
合
活
動

に
挺
身
し
五
所
川
原
市
農
業
協
同
組
合

長
、
県
共
済
連
専
務
理
事
、
北
津
軽
森

林
組
合
副
組
合
長
、
な
ど
の
要
職
を
務

め
地
域
農
業
経
営
確
立
と
農
協
経
営
安

定
の
た
め
に
意
欲
的
に
尽
力
さ
れ
、
農

林
業
の
振
興
、
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
中
村
ツ
力
さ
ん
 

本
年
の
秋
の
褒
章
・
叙
勲
受
章者
が

発
表
さ
れ
、
当
市
か
ら
前
助
役
の
小
山

内
有
義
氏
が
藍
綬
褒
章
を
、
太
田
正
義

氏
が
勲
六
等
瑞
宝
章
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
 

藍
綬

褒

章
 

小
山
内
有
義

氏
（
態
 

布
屋
町
四
〇
 

県
交
通
安
全
協
会
副
会
長
、
交
通
安

全
功
績
 

勲
六
等
瑞
宝
章
 

太

田
正
義

氏

（7
3)
 

毘
沙
門
字
熊
石
一
一
の
一
 

元
市
消
防
団
分
団
長
、
消
防
功
労
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敏
至
要
嘱叔
畿
繋
載
警
 ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
昭

愛
知
・
名
古
屋
大
会
 

新
鮮
な
産
物
を
買
い
求
め
る
汰
 で
賑

わ
う

‘
全
噛
凌
売
書
蛾
 

五所川源チーム 

～
い
 

か
 

！
つ
 

】
お
 

（
ちも

 

ノ
菜
 

叫
 

こ
 

一
 

十
月
11干
一
日
と
十
一
月
一
日
、
第

十
五
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り
が

市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
大
勢
の
市
民
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
、
く

だ
も
の
を
安
く
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
や

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
客
さ
ん
が
集

ま
り
、
ま
た
地
元
特
産
の
虫
お
く
り
人

形
の
実
演
な
ど
多
彩
な
催
し
物
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
同
会
場
で
は
、
第

五
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
菊
ま
つ
り
も
開
か

れ
約
五
百
鉢
の
大
輪
菊
や
盆
栽
菊
な
ど

を
展
示
即
売
し
ま
し
た
。
 

●
 

十
月
三
十
一
日
に
名
古
屋
市
で
開
催

さ
れ
た
「
第
十
一
回
全
国
健
康
福
祉
祭

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
加
愛
知
・
名
古
屋

全
国
大
会
」
 
に出
場
し
た
五
所
川
原
チ
 

ー
ム
（
高
橋
京
子
代
表
）
の
八
名
が
十

月
二
十
八
日
、
成
田
市
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。
 

今
回
で
二
回
目
の
出
場
と
な
る
五
所

川
原
チ

ー
ム
に
成
田
市
長
は
、「関
係
者

に
と
っ
て
は
、よ
い
励
み
に
な
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
の
顔
と
し
て
頑
張
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

成
績
結
果
は
、
予
選
を
突
破
し
惜
し

く
も
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
 

コ
ー
ト
の
中
で
最
高
点
を
出
し
た
の
で
 

「
コ
ー
ト
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
地
区
消
防
本
部
、
消
防
署

で
は
、
秋
季
火
災
予
防
の
一
環
と
し
て

十
月
二
十
日
、
街
頭
パ
レ
ー
ド
を
行
い

火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

一
日
消
防
官
に
委
嘱
さ
れ
た
西
村
弘

美
さ
ん

（
囲
木村
石
油
）
・
長谷
川
千

寿
さ
ん

（
弘
善商
会
）

・
奥
瀬
麗
奈
さ

ん
（
囲角
弘
五
所
川
原
燃
料
セ
ン
タ
ー
）
 

e
三
人
を
先
導
に
幼
年
防
火
ク
ラ
ブ
、
 

消
防
署
員
な
ど
約
四
百
五
十
人
が
拍
子

木
や
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
に
合
わ
せ
「
戸
締

ま
り
用
心
火
の
用
心
」
と
こ
れ
か
ら
迎
 
 え

る
火
災
の
多
発
時
期
を
前
に
元
気
な
 
4
 

声
で
市
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

「忙
し
く
駆
け
回
る
消
防
署
員
を
見

て
防
災
意
識
が
強
ま
り
ま
し
た
」
と
話

す
一
日
消
防
官
の
三
人
 

◇
立
侯
武
多
り
ん
ご

（
ふ
じと
陸
奥
）
 

高
野
 
福
士
一
史
さ
ん
作
 

「全
部
で
1
0
0
個
ぐ
ら
い
製
作
し
ま

し
た
。
こ
の
り
ん
ご
は
東
京
ド

ー
ム
で

販
売
す
る
予
定
で
す
」
 

今月のゾ候武多其ノ‘ 
東京ドーム出陣まで■

あと 19日 ー 
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東京ドームで販売 



「五
所
川
原
 

虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
」
 

の
新
し
い
名
称
大
募
集
ー
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
内

夏
祭
り
名
称
募
集
係

公
（
3
5)
2
1
2
ー
 

一
 
」
 

〇
五
所
川
原
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
（
伊
藤
福
造
代
表
）
H
一
万
五
百七
十
円

（
バ
ザー
収
益
 

金
）
。
 

〇
五
所
川
原
第
一
中
学
校
J
R
c
委
員
会
廿
八
万
四
千
八
百
七
十
七
円
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
 

ザ
ー
の
益
金
）
。
 

〇
守
屋
教
育
映
画
（
守
屋
立
也代
表
）
n
一
万
五
千
円

（
愛の
チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画
会
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
郵
便
切
手
販
売
協
会
（
二P
千
代
三
郎
会
長
）
廿
年
賀
ハ
ガ
キ
八
百
枚
。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
平泉
友
弘
会
長
）
社
会
奉
仕
委
員
会
（
館
山
慶
喜
委
員
 

長
）
リ
寄
贈
（
伝
承
遊
び
の
ビ
デ
ォ
十
六
本
、
保
育
指
導
用
歌
c
D
十
五
枚
）
。
 

※
市
で
は
、
ビ
デ
オ
及
び
c
D
を
貸
し
出
し
し
ま
す
。
貸
し
出
し
希
望
者
は
、
五
所
川
原
市
 

保
育
連
合
会
事
務
局
さ
く
ら
保
育
園
 
T
E
L
 
三
五

ー
二
五
八
六
へ
。
 

⑨
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
二
P
千
代
三
郎
さ
ん

（
幾
島
町三
六
）
廿
年
賀
ハ
ガ
キ
百
枚
。
 

左から五所川原郵便切手販売協会の 
敦賀又四郎さんと一戸千代三郎会長 

 

と
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

＠
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

十
月
十
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の

五
日
間
に
渡
っ
て
前
田
野
目
・
持子
沢

地
区
に
集
中
す
る
須
恵
器
窯
跡
群
の
磁

気
・
レ
ー
ダ
ー
探
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
の
調
査
は
、
既
に
知
ら
れ
て
い

る
須
恵
器
窯
跡
の
確
認
、
新
規
窯
跡
の

検
出
を
目
的
と
し
て
市
教
育
委
員
会
が

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
西
村
康
測

量
室
長
に
依
頼
し
た
も
の
で
、
結
果
は

来
年
の
一
月
に
報
告
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

十
月
三
十
一
日
か
ら
四
日
ま
で
の
五

日
間
、
ェ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
 

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、訪
れ
た
人
達
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
 

十
月
二
十
九
日
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏

民
セ
ン
タ
ー
・
オ
ル
テ
ン
シ
ア
に
お
い

て
第
四
十
四
回
市
内
小

・
中
学校
音
楽

発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
見
事
な
歌
声
、
演
奏

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
 

十
月
二
十
二
日
市
内
雛
田
で
発
生
し

た
火
災
を
、
消
火
器
で
消
し
止
め
た
新

岡
国
昭
さ
ん
に
対
し
、
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
 

新
岡
さ
ん
の
消
火
に
よ
り
火
災
の
延

焼
拡
大
が
防
が
れ
、
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
た
こ
と
は
、
他
の
模
範
と
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
 

論
面
響
餐
萎
奏
鳳
貸
 

』
 
七和
支
所
 ミ
橋
 
聖
さ
ん
 。

 

総
務
課
七
和
支
所
に
勤
務
す
る
三
橋

聖
主
査
が
、
窓
口
業
務
で
あ
る
出
生
、
 

婚
姻
、
死
亡
等
に
関
す
る
厚
生
統
計
事

務
の
永
年
に
渡
る
職
務
精
励
に
対
し
、
 

厚
生
大
臣
よ
り
表
彰
を受
け
ま
し
た
。
 

市
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
に
携
わ
っ
て
き
た
三
橋
主
査
が
表
彰

さ
れ
た
こ
と
は
、
市
役
所
に
と
っ
て
も

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
 
 

◇
あ
な
た
も
新
し
い
名
前
を
 

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
 

こ
れ
ま
で
「
五
所
川
原
虫
お
く
り
火

ま
つ
り
」
 
の名
称
で
親
し
ま
れ
て
き
た

五
所
川
原
市
恒
例
の
夏
祭
り

（
従
来8
 

月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
）
が
立
侯
武
多

や
五
穀
大
虫
様
の
出
陣
に
よ
り
、
ふ
さ

わ
し
い
名
称
に
変
更
さ
れ
、
来
年
度
か

ら
企
画
も
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
考
え
た
、
新
し
い
名
称
を

募
集
い
た
し
ま
す
。
 

◇
募
集
期
間
 

1
1月
1
5日
回
ー
1
2月
1
0日
困
 

◇
結
果
発
表
 

広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
及
び
商
工
会
議

所
報
で
発
表
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
た

方
に
は
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。
 

◇
応
募
方
法
 

電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
願
い
し

ま
す
。
（1
人
何
ロ
で
も
応
募
可
能
）
 

◇
そ
の
他
 

採
用
さ
れ
た
作
品
を
使
用
す
る
一
切

の
権
利
は
主
催
側
に
帰
属
し
ま
す
の

で
、
ご
了
承
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
 

・

v
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萎
  
自
衛
隊
青
森
地
友
連
絡
部

五
所
川
原
募
集
事
務

所
 

公
（
3
5)
2
3
0
5
 

1
2月
ー
日
 

住
宅
需
要
実
態
調
査
 

調
査
員
が
、
1
1月
2
4日
か
ら
調

査
を
お
願
い
す
る
お
宅
に
伺
い
ま
 

す
。
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

《
 
《
 

。
 

青
森
県
土
木
部
建
築
住
宅
課
 

学
校
等
に
入
学
し
、
在
学
証
明
書

の
提
出
が
な
さ
れ
た
場
合
、
平
成
 

1
1年
4
月
中
に
本
決
定
し
、
翌
月

末
日
ま
で
に
資
金
交
付
す
る
王
零

②
就
学
支
度
資
金
 

仮
決
定
さ
れ
た
人
で
、
高
等
学
校

等
の
選
考
試
験
に
合
格
し
、
そ
の

合
格
通
知
書
に
よ
り
入
学
が
確
実

に
な
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
 

1
1年
3
月
中
に
本
決
定
を
し
同
年
 

4
月
ま
で
に
資
金
交
付
す
る
王
裾
 

◇
受
付
期
間
 

平
成
1
0年
1
1月
4
日
困
 

ー
平
成
1
1年
1
月
4
日
囲
 

◇
応
募
資
格
 
昭
和
5
7年
4
月
2
日
ー
 

昭
和
5
9年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
中
学
 

校
卒
業
の
男
子
（
平
成
1
1年
3
月
卒
 

業
見
込
み
の
者
を
含
む
）
 

◇
試
験
 

1
次
 
平
成
1
1月
1
月
5
日
因
 

市
中
央
公
民
館
 

2
次
 
平
成
1
1年
1
月
2
3日
田
 

ー
2
7日
困
の
間
の
指
定
 

す
る
1
日
 

◇
卒
業
資
格
 

陸
上
・
・神
奈
川
県
立
湘
南
高
等
学
校
 

海
上
・
・広
島
県
立
西
高
等
学
校
 

航
空
・
・
私
立
科
学技術
学
園
高
等
学
 

校

（
埼
玉県
）
 

◇
待
遇
 

・

衣
食
住
 
無
料
 

・

初
任
給
 
1
5
4
、
5
0
0
円
 

・

賞
 
与
 
年
5
、
2
5
月
分
 

・

3
曹
昇
任
後
、
4
年
以
上
で
幹
部

候
補
生
e
受
験
資
格
が
あ
り
ま
す
。
 

年
度
末
調
整
説
明
会
 

の
お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
税
務
署
法
人
課
税
部

門
 

公
（3
4)
31
3
6
 

●

1
1月
2
6日
困
 
1
0時
3
0分
ー
 

（
受付
は
1
0時
か
ら
で
す
）
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
対
象
地
区
 
五
所
川
原
市
 

 	 、 

nf⑥mlat狗n 
臓 § ~‘．璽二豊置~ 

平
成
1
1年
度
（4
月
入
所
）
 

保
育
所
入
所
申
込
受
付
 

市
福
祉
事
務

所
 
生
活
福
祉
課
 

◇
受
付
期
間
 

1
1月
1
6日
囲
ー
1
2月
1
8日
国
 

な
お
、
期
間
以
外
で
も
随
時
受
付
い
 

た
し
ま
す
。
 

◇
受
付
場
所
 

福
祉
事
務
所
又
は
各
保
育
園
（
所
）
 

※
申
込
書
は
受
付
場
所
に
備
え
付
け
て
 

あ
り
ま
す
。
 

保
育
園
（
所
）
によ
っ
て
は
乳
児

（0
 

歳
）
、障
圭
見

（
軽
度
、中
度
）
も
入
 

所
で
き
ま
す
。
 

国

児
入
学
祝
金
等
 

の
給
付
に
つ
い
て
 

市
福
祉
事
務
所
 
生
活

福
祉
課

児
童
家
庭
係
 
内
線

5
4
8
 

当
市
で
は
、
遺
児
援
護
対
策
事
業
の

一
環
と
し
て
遺
児
入
学
祝
金
等
を
給
付

し
ま
す
。
該
当
者
は
、
次
の
と
お
り
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
対
象
児
童
 
義
務
教
育
終
了
前
の
者

で
、
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯
、
父
母

の
い
な
い
世
帯
等
の
い
ず
れ
か
の
世

帯
に
属
す
る
児
童
 

◇
給
付
金
の
種
類
 

①
入
学
祝
金
 

平
成
1
1年
度
小
・
中
学校
入
学
者

②
卒
業
祝
金
 

平
成
1
0年
度
中
学
校
卒
業
者

③
弔
慰
金
 

平
成
1
0年
度
中
に
遺
児
と
な
っ
た

児
童
が
属
す
る
世
帯
 

◇
申
請
提
出
先
 

福
祉
事
務
所
及
び
各
小
・
中
学
校

※
申
、
署
類
は提
出
先
で
も
ら
え
ま
す
。
 

◇
提
出
期
限
 
1
2月
5
日
田
ま
で

な
お
、
提
出
期
限
は
各
学
校
に
よ
っ

て
違
う
た
め
、
学
校
担
当
者
ま
で
お

間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
右
記
期

限
後
も
受
付
い
た
し
ま
す
。
 

◇
給
付
決
定
 
平
成
1
1年
2
月
頃
、
申

請
者
に
対
し
通
知
す
る
予
定
で
す
。
 
 

平
成
1
1年
度
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
 

（修
学
資
金
等
）予
約
貸
付
の
受
付
 

市
福
祉
事
務
所
 
生
活

福
祉
課
 

◇
対
象
者
 

経
済
的
に
困
難
な
事
情
に
あ
る
母
子
 

寡
婦
家
庭
で
、
児
童
が
高
等
学
校

・
 

短
期
大
学
校

・
大
学
・
高等
専
門
学
 

校
及
び
専
修
学
校
等
に
進
学
も
し
く
 

は
入
学
を
希
望
す
る
方
。
 

◇
提
出
書
類
 

①
貸
付
申
請
書
 

②
添
付
書
類
 

・

貸
付
申
請
者
の
戸
籍
謄
本
 

・

配
偶
者
の
な
い
女
子
で
、現
に
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
 

・

在
学
し
て
い
る
学
校
か
ら
の
進
学

証
明
書
 

・支
度
資
金
所
要
額
内
訳
書
 

※
申
請
書
は福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
 

◇
提
出
期
限
 

1
1月
1
7日
因
ー
1
2月
2
4日
困
 

※
な
お
、
右
記
期
限
後
も
貸
付
申
請
の
 

受
付
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

◇
貸
付
の
仮
決
定
 

平
成
1
1年
2
月
末
日
ま
で
に
本
人
に
 

通
知
す
る
予
定
で
す
。
 

◇
各
貸
付
の
本
決
定
と
資
金
の
交
付
 

①
修
学
資
金
・
修
業
資
金
 

仮
決
定
さ
れ
た
人
の
児
童
が
高
等
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現物支給一医療機関で医療費（保険診療分に限る） 
の負担はありません。 

償還払いー医療機関で支払い後、国民健康保険窓
口へ申請してください。 

＊初めて申請する場合持参するもの＊ 

・対象者（乳児～ 3 歳児）加入の被保険者証 

・印鑑 

・保護者の平成10年度（児童手当用）所得証

明書 

 

翻 
当市では、乳幼児の保健および出生育児環境の向上を目的とした乳幼児医療費

ク狙加戎を行っております。この制度の給イ寸を受けるには所得制限がありますので、 

事前に保護者からの申請が必要です。 

主な制度の内容 

\

\ 
国 	保 社 	保 

乳 	児 
入院・外来 

（現物給付） 

入院・外来 
（償還払い） 

1~3歳児 入院・外来（償還払い） 

乳～ 3 歳児 
入院時食事療養費標準負担額 

（償還払い） 

「乳幼児医療費給付制度」 
申請の変更手続きについて 

現在レシート発行医療機関のものは申

請用証明書を提出してもらっていますが、 

12月診療分からはそれに加えて証明分の

レシートすべてを添付していただきます。 

領収書発行の医療機関に関しては今まて三 

通りです。 

⑥問い合わせ先 

国保年金課保険給付係 内線214. 215 

×、

×× 平成10年11月診療

分まで 

平成10年12月診療

分から 

レシート発行

医療機関の場 
A、 ロ 

●医療機関に証明

してもらった証

明書 

●医療機関に証明

してもらった証

明書 

●証明分のレシー 

ト全部 

領収書発行医

療機関の場合 
領収証はそのまま提出して下さい 

平
成
1
0年
1
0月
2
1日
か
ら
梅
田
字
福
浦
の
一
 

部
が
、
広
田
字
下
り
松
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
日
よ
り
こ
の
区
域
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
 

の
住
所
が
広
田
字
下
り
松
に
変
更
に
な
り
ま
し
 

た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

◇
住
所
が
変
更
に
な
っ
た
方
へ
 

・

「国
民
健
康
保
険
証
」
使
用
の
方
 

は
、保
険
証
及
び
印
鑑
持
参
の
上
、
 

国
保
年
金
課
窓
口
ま
で
お
い
で
く
 

だ
さ
い
。
 

・

農
家
の
方
は
、
農
地
基
本
台
帳
の

修
正
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
 

農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

・

「住
所
変
更
証
明
書
」
が
必
要
な

方
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
管

財
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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一
 
―

ー
南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

ー
 

》・
の
お
知
ら
せ
 

保
留
地
の
売
却
は
公
開
抽
選
に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

◇
土
地
の
概
要
 

現
況
は
宅
地
で
す
。
な
お
、
農
地
転
用
は
市
が
行
い
 

ま
す
。
 

◇
抽
選
の
参
加
に
必
要
な
書
類
 

①
抽
選
参
加
申
込
書
 

②
認
め
の
印
鑑
 

③
住
民
票
抄
本
 

④
身
分
証
明
書
（
本
籍
地
よ
り
発
行
）
 

◇
募
集
期
間
 

十

一
月
十
七
日
因
ー
十
二
月
四
日
国
ま
で
 

（
土
曜
、日
曜
、
祝
日
は
除
き
ま
す
）
 

◇
抽
選
の
日
時
及
び
場
所
 

士

一月
十
一
日
国
十
三
時
三
十
分
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
契
約
の
締
結
日
等
 

①
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
十
日
以
内
と
し
ま
す
。
 

②
契
約
保
証
金
は
百
分
の
五
以
上
と
し
ま
す
。
 

里
冗
買
代
金
は
六
十
日
以
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
 

ま
す
。
 

、、、 ノ／ ／・ーー 	 ー、、 	 至柏 

茅議 
下
水
課
 
内
線
3
1
1

・
3
1
4
 

◇売却物件ー覧表 

物
番
 
件
号
 

面
 

t
w
l
m
'
 

 

単
  

価
H
)
 

 

売 却 価 格 
（円） 

用途区分 道路幅員 
(m) 

150 33,000 4,950,000 第1種低J脅 6 

2 113 35,000 3.9 5 5. 000 第1種低層 12 

3 409 3 6. 300 14,846,700 第1種住居 12 

4 408 3 9, 000 15,912,000 第1種住居 12 

5 616 48,400 29,814,400 第1種住居 16と12 

6 532 42,000 22,344,000 第1種住居 16 

7 358 36,300 12,995.400 第1種住居 16 

8 311 33,000 10,263,000 第1種低層 6 

9 181 3 5. 000 6,335,000 第1種側膏 6 

10 268 28,000 7,504,000 第1種住居 6 

354 40,000 14,160,000 第1種低層 12と 6 

12 354 40,000 14,160,000 第1種低層 12と 6 

13 244 33,000 8. 05 2, 000 第1種側層 6 

14 244 33. 000 8,052,000 第1種個曹 6 

◇申込み及びお問い合わせ 

都市計画課 区画整理室 内線324・325 

＠
広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
1
0月
1
5日
号
 

表
紙
文
章
に
つ
い
て
補
足
し
ま
す
。
 

9
月
3
0日
、
市
内
松
島
団
地
の
五
所

川
原
温
泉
ホ
テ
ル
前
に
て
行
わ
れ
た
交

通
安
全
街
頭
指
導
に
お
い
て
、
中
央
小

学
校
P
T
A
生
活
指
導
部
も
マ
ス
コ
ッ

ト
2
0
0
個
を
準
備
し
、
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
な
が
ら
中
央
小
学
校
の
児
童

と
と
も
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
た
こ

と
を
補
足
い
た
し
ま
す
。
 

日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支
部
主
催
 

の
、県
下
統
一
認
定
講
習
を
行
い
ま
す
。
 

◇
申
込
書
配
布
 
1
1月
1
6日
の
ー
 

◇
申
込
受
付
 

1
2月
2
日
困

1
4
日
国
 

◇
受
講
料
 
4
、
0
0
0
円
 

◇
受
講
日
 
平
成
1
1年
1
月
2
8日
困
 

1
4時
ー
 

◇
受
講
場
所
 
弘
前
市
農
業
協
同
組
合
 

本
店
3
階
大
会
議
室
 

五所川原市役所 須；35-2111 
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世
暴
入

機
宣
曾
弱

周

率
 

入
纏
鐘
霞
婆
員
制
麗
駒
同
薬
 

記
念
月
間
（1
2月
1

日
2
3
1日
）
 当市の人権擁護委員は次の方々です。 

◇間い合わせ 市民課 内線201・ 202 

五 	所 	川 	原 	ノ、 	権 	擁 	護 	委 	員 簾鳶”定 例 才隊糾言炎 担 当 日 
封 馬 郁 ラよと 松島町-7 丁目20 3 4 一 3 1 2 1 12月18日 	I 平成11年 3 月12日 

原 	芳 i工 松島町一 7 丁目54 35 一 85 90 平成11年 1月 8 日― ,, 3 月19日 

坂 本 憲 昭 錦町1-101 3 4-2 2 9 3 " 	1月22日！ ,, 3 月26日 

中 川 兵 一 豊成字田子ノ浦104-3 2 9-3 0 7 3 " 	1月29日】 
鶴 谷 縁 郎 新宮町一17-1 35-2440 11月20日 	 ― " 2 月12日 

浅 見 則 昭 松島町 7 丁一目75 35-8 1 2 1 11月27日 	【 " 2 月19日 

原 田 イ言 英 長富字鎧石175 36-2 5 53 12月 4 日 	 ― " 2 月26日 

橋 本 満里子・ 一ッ谷39-5 35-30 1 4 12月11日 	】 ,, 3 月 5 日 
太 田 啓 子一 
（子ども人権専門委員） 

みどり田丁 4 丁目18 34-4274 平成11年 2 月 5 日】 

青
森
地
方
法
務
局
と
青
森
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
次
の
強
調
事
項
を

掲
げ
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
尊
重
思

想
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

⑨
考
え
よ
う
あ
な
た
の
人
権
わ
た
し

の
人
権
 

ー
世

界
人
権
宣
言
5
0周
年

ー
 

⑨
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
 

⑨
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
 

⑨
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
 

＠
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
 

＠
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等

を
実
現
し
よ
う
 

⑨
高
齢
者
か天
切
に
す
る
心
を育
て
よ
う
 

記
念
月
間
に
あ
た
り
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、人
権
に
「
い
て
考
え
、明
る

く
豊
か
な
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
お
困
り

の
と
き
は
、
青
森
地
方
法
務
局
五
所
川

原
支
局
（
ー
ッ
谷
1
1
5
の
1
合
（3
4)
 

2
3
3
0
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
人
権

擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
 

※
定
例
相
談
所
開
設
 

〇
毎
週
金
曜
日
 
1
0時
5
1
5時
 

市
民
課

（
市
民相
談
室
）
 

◇
特
設
人
権

相
談
所
開

設
◇
 

例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
で
お
悩
み

の
方
に
。
 

＊
家
族
間
に
よ
る
も
の
、
近
隣
関
係
に

よ
る
も
の
、
学
校
・
職
場内
の
も
の
、
 

こ
の
ほ
か
登
記
・借
地
・借
家
に
関
す
る

問
題
、
交
通
事
故
に
伴
う
も
の
、
そ
の

他
に
「
い
て
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

〇
1
2月
5
日
田
 
1
0時
5
1
5時
 

「中
三

」
6
階
 
合
（3
4)
3
 
 1
（
ぺ〕
1
 

相
談
担
当
者
 
人権
擁
護
委
員
、
法
務

局
職
員
 

一
日
人
権
擁
護
委
員
 
市
教
育
委
員
会

英
語
指
導
助
手
ブ
ル
ッ
ク
・
モ
ン

ロ
ー
（
米
・
シカ
ゴ
）
 

※
「
子
ど
も
の
人
権
相
談
」
も
受
け
付

け
ま
す
。
 

◇
子
ど
も
人
権
伽

番
◇
 

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
但
し
祝

祭
日
を
除
く
）
の
午
前
8
時
3
0分
5
午

後
5
時
ま
で
子
ど
も
の
悩
み
ご
と
や
困

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。電
話
番
号
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

「子
ど
も
人
権
m
番
」
 

容
o
l
7
7
(7
4)l
o
N
0
 

青
森
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
 

児
童
手
当
の
申
請
は
 

お
済
み
で
す
か
 

市
民
課

内
線
2
2
0

・
2
2
ー
 

〇
児
童
手
当
の
請
求
方
法
 

3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
で
、
前
年
の
所
得
が
一
定
の額
未
満

の
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、市

民
課
に
て
児
童
手
当
認
定
請
求
手
続
き

を
し
ま
す
と
翌
月
か
ら
受
給
で
き
ま
す
「
 

手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、受
け
ら
れ
る

月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

〇
児
童
手
当
の
額
（
月
額
）
 

第
1
・
2
子
 

各
5
、o
o
o
円

第
3
子
以
降
 

l
o
、o
o
o
円
 

o
請
求
に
必
要
な
添
付
書
類
等
 

①
印
鑑
・
請
求
者
の
銀
行
等
の
ロ
座

番
号
 

②
請
求
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
の
時

に
は
、
厚
生
年
金
加
入
証
明
書
 

（
証明
書
の
用
紙
は
、
市
民
課
に

あ
り
ま
す
。）
 

③
市
が
発
行
す
る
児
童
手
当
用
所
得

証
明

（
本
年1
月
1
日
現
在
、
当

市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方

は
前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発

行
す
る
証
明
書
）
 

④
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類
が

あ
り
ま
す
。
 

※
現
在
、
手
当
を
受
け
て
い
る
方
が
出

生
・
転
出
・
転
居
・
年
金
変
更
等
が

生
じ
た
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
 

『地
場
企
業
の
皆
さ
ん
、青
森
ー
 

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ
イ
テ
ク
エ
ー
 

業
団
地
に

進
出
し

ま
せ

ん
か
』
 

商
工
観
光
課
 
企
業
誘
致
係

内
線
3
8
0

・
3
8
ー
 

市
で
は
、
若
年
層
の
働
く
場
を
確
保

す
る
た
め
企
業
誘
致
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
て
お
り
，
今
日
ま
で
に
2
5社
が

立
地
協
定
し
、
2
3社
が
操
業
し
て
い
ま

す
。
企
業
経
営
に
意
欲
の
あ
る
方
で
、
 

現
在
稼
働
中
の
エ
場
が
老
朽
化
、
も
し

く
は
、
狭
隣
等
で
新
規
ま
た
は
増
設
を

希
望
さ
れ
て
い
る
地
場
企
業
の
方
々
の

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

◇
計
画
主
体
 
青
森
県
 

◇
事
業
主
体
 
市
土
地
開
発
公
社
 

◇
導
入
業
種
 
電
気
機
械
器
具
製
造
業
 

・

一
般
機械
器
具
製
造
業
・
食
料
品

製
造
業

・
そ
の
他
の
製
造
業
・
道
路

貨
物
運
送
業
・
こ
ん
包
業
・
卸
売業

◇
給
排
水
及
び
電
力
 
上
水
道
・
・
布
設

済
み
 
電
力
…
引
き
込
み
可能
 
排

水
・・
自
己
処
理
後
、
松
野
木
川
に
放

流
 

◇
分
譲
価
格
 
l
Q
4
o
o円
前
後／
肩

◇
分
譲
面
積
 
3

、o
o
o
2m
以
上
 

◇
優
遇
措
置
 
①
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
 
②
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課

税
 
③
工
場
用
地
取
得
助
成
金
 

※
土
地
代
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
 

別
途
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

請
を
ー
 
て
よ
う

識
を
育
て
よ
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一
 

 

片
側
一
方
通
行
区
間
 
岩木町 

五
所
川
原
市
役
所
 

川端町 

四 

中 

五所川原駅 

一
  西
北
貫

病
院
一
 

第
5
9回例
会
 

忍
術
ら
く
だ
い
生
 

劇
団
た
ん
ぽ
ぽ
 

県
立
木
造
高
等
技
術
専
門

校

公
（
4
2)
24
2
4
 

郎爵
襲
麟
瀦
難
髭
 

た
だ
今
、
市
道
湊
寺
町
線
（
市
役
所
前
の
道
路
）
の
国
道
1
0
1
号
線
（
寺
町

交
差
点
）
よ
り
市
役
所
に
向
か
っ
て
9
0メ
ー
ト
ル
ほ
ど
を
、
都
市
計
画
事
業
工
事

の
都
合
に
よ
り
片
側
一
方
通
行
と
し
て
い
ま
す
。
 

期
間
中
は
市
役
所
よ
り
国
道
1
0
1
号
線
（
寺
町
交差
点
）
に向
か
っ
て
の
一
方

通
行
と
な
り
、
国
道
か
ら
市
役
所
側
に
入
っ
て
く
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
な
お
、
 

夜
間
は
工
事
を
中
止
し
ま
す
が
終
日
一
方
通
行
と
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
しま
す
。
 

〇
一
方
通
行
期
間
 
1
1月
2
4日
因
ー
1
2月
2
0日
同
 

都
市
計

画
課
内

線

3
2
6
 

県
内
の
児
童
・
父
母
の
交
流
の
機
会
 

を
作
り
、
児
童
の
健
全
育
成
・
子
育
て
 

支
援
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
広
く
県
民
 

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
 

し
ま
す
。
 

〇
1
1月
2
1日
山
・
2
2日
同
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
主
催
 
青
森
県

・
五
所
川
原
市
 

◇
参
集
範
囲
 
一
般
市
民
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

◇
日
程
 

●

1
1月
2
1日
山
 

・

入
場
受
付
 
1
1時
1
5分
5
 

・

開
会
 
1
2時
3
0分
5
 

・
「サ
ェ
ラ
」
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
 

ト
 
1
3時
1
0分
5
 

・

特
別
講
演
 
見
城
美
枝
子
さ
ん
（
エ
 

ッ
セ
イ
ス
ト
）
 
1
4時
5
 

「親
と
子
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
 

・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 
1
5時
2
0分
、
 

「子
ど
も
た
ち
の明
日
を考
え
る
集
い」
 

●

1
1月
2
2日
同
 

・

受
付
開
始
 
9
時
3
0分
5
 

・

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
 
1
0時
5
 

・

子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
 

1
3時
、
 

・

終
了
 
1
6時
1
9刀
 

料
理
教
室
 

2
0
0
ボ
ル
ト
ク
ラ
ブ
 

東
北
電
力
欄
五
所
川
原
営
業
所
 

お
客
様
サ
ー
ビ

ス
課
 

公
（
3
5)2
1
5
1

内
線
3
3
5
 

●

1
2月
8
日
因
・
1
1日
岡
 

1
0時
5
1
3時
 

東
北
電
力
囲
五
所
川
原
営
業
所
 

2
階
 
電
化
教
室
 

マ
募
集
人
員
 
各日
程
と
も
1
5名
に
な
 

り
次
第
締
め
切
り
 

◇
申
し
込
み
方
法
 

1
1月
2
7日
圃
ま
で
に
お
電
話
で
お
巾

し
込
み
く
だ
さ
い
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

教
材
費
5
0
0
円
、
ェ
ブ
ロ
ン
 

第
3
回
 

西
北
五
合
同
写
真
展
 

事
務
局
斉

藤
 
公
（3
5)
2
08
6
 

西
北
玉
地
力
の
写
真
愛
好
者
の
 

を
一
堂
に展
示
す
る
合
同
写
真
展
で
す
。
 

●

1
1月
2
7日
岡
5
2
9日
回
 

9
時
5
1
9時

（2
9日
は
1
6時
ま
で
）
 

市
中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

◇
特
別
展
示
 
北
井
一
夫
写
真
展
 

/
 
 

●

1
2月
1
日
因
 
6
時
 
開
場
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
・
大
ホ
ー
ル
 

◇
対
象
 
小
学
生
以
十
 

※
あ
わ
せ
て
新
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
 

す
。
 

●

1
1月
1
5日
同
 
9
時
3
0分

、
白
時
3
0
 

分

・
1
3時
、
1
5時
 

県
立
木
造
高
等
技
術
専
門
校
実
習
（か

◇
内
容
 
初
心
者
の
方
々
を
対
象
に
「か

ん
な
の
使
い
方
や
コ
ツ
」
を学
び
、ま

な
板
の
製
作
を
体
験
し
ま
す
。
製
作

し
た
ま
な
板
は
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
？

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
募
集
定
員
 

有
前
・
り
後
各
2
0名
（
先
着
順
）
 

◇
申
し
込
み
方
法
 
当
日
1
2時
3
0分
ま

で
電
話
で
お
印
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
準
備
す
る
も
の
 
上
履
き
、作
業
服
、
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
な
ど
身
軽
な

服
装
。
必
要
な
道
具
は
当
校
で
用
意

し
ま
す
。
 

奇1 

×
 

ノ／

0
 

一
 
万

ガ
”
 

一
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はつらつ女性課内線234・236 
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登
 

一
  

働
く
婦
人
の
家
 

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

公
 
（
3
5)
8
8
9
8
 

F
A
×
（3
5)
8
9
53
 

、
五
所
川
原
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
ノ
 

・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
 

ノ
 

ー
情
報
誌
名
決
定
ー

、
 

1
0月
1
日
号
広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら

で
公
募
し
た
結
果
、
飯
詰
に
お
住
ま

い
の
鳴
海
寧
子
さ
ん
の
「
す
こ
や
か

ス
ク
ラ
ム
」
を
採
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
 

子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
依

頼
者
、
提
供
者
、
セ
ン
タ
ー
が
一
体

と
な
っ
て
よ
り
よ
い支
援
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

、
仕
事
と
介
護
の
 

〕
 

r
両
立
支
援
セ

II『
ナ
ー
」
 

一
 

一
 

ー高
齢
者
の
疑
似
体験
と
介
護
実
習
ー
 

一
霧福一
慧
繰目）

 

一
 
当
日
は市
福
祉
バ
ス
が
送
迎
い
た
 

一
』
」
驚
く
婦
人
の
家

前
を9 

一
◇
募
集
人
員
 
2
0名
（
受
講
料無
料
）
 

一
◇
共
催
 
2
1世
紀
職
業
財
団
青
森
事

一
 
務
所
 

健

康

相
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

 
健
康
手
帳

（
お
持
ちの
方
）
 

ー
各
地
区
で
の
 

身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 

健
康
相
談
 

ー
 

●

1
2月
4
日
岡
 
9
時
3
0分
5
1
2時

錦
町
集
会
所
 

●

1
2月
8
日
因
 
1
0時
5
1
2時

高
野
文
化
セ
ン
タ
ー
 

●

1
2月
8
日
因
 
1
0時
3
0分
5
1
2時

姥
落
集
会
所
 

●

1
2月
8
日
因
 
1
3時
5
1
4時
9
9刀

唐
笠
柳
保
健
協
力
員
宅
 

●

1
2月
9
日
困
 
1
1時3
0分5
1
2時加
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
原
子
 

●

1
2月
9
日
困
 
1
3時
5
1
4時
3
0分

コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
長
橋
 

●

1
2月
9
日
困
 
1
3時
5
1
5時

石
岡
保
健
協力
員
宅
 

コ
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
 

J
 

F
 

成
人
の
相
談
H
L
 

●

1
2月
9
日
困
 

1
0時
5
1
2時
・
1
3時
5
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

結
核
健
診
の
 

お
知
ら
せ
 

◇
対
象
 
1
6歳
以
上
の
五
所
川
原
市
民

◇
受
付
 
検
診
当
日
に
各
場
所
に
て

◆
1
2月
3
日
困
◆
 

●
9
時
5
9
時
2
0分
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
三
好
前
 

●

9
時
4
0分
5
1
0時
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
中
川
前
 

●

1
0時
2
0分
5
1
0時
4
0分
 

毘
沙
門

・
長
富
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
 

●

1
1時
5
1
1時
2
0分
 

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
前
 

●

1
1時
4
0分
5
1
2時
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
松
島
前
 

◆
1
2月
4
日
岡
◆
 

●

9
時
5
9
時
2
0分
 
 

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
七
和
前
 

●

9
時
4
0分

、
1
0時
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
橋
前
 

●

1
0時
2
0分
5
1
0時
4
0分
 

梅
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
 

●

1
1時
5
1
1時
2
0分
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
前
 

●

1
1時
4
0分
5
1
2時
 

保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
 

●

1
2時
2
0分
5
1
2時
4
0分
 

し
き
し
ま
 

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
 

す
く
す
く
健
診
 

●

受
付
 
1
2時
3
0分
5
1
2時
4
5分
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分
5
1
2
 

時
3
0分
に
受
付
し
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
 

※
お
願
い
 
4
カ
月
健
診
で
は
、神
経

芽
細
胞
腫
検
査
セ
ッ
ト
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
母

子
健
康
手
帳
を
持
参
の
う
え
、
は
つ

ら
つ
女
性
課
窓
ロ
ま
で
も
ら
い
に
来

て
く
だ
さ
い
。
 

す
こ
や
か
発
達
相
談
 

●

1
2月
2
日
困
・
1
2月
1
6日
困
 

1
0時
5
1
2時

・
1
3時

、
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健セ
ン
タ
ー
 

※
1
2月
1
6日
の
午
後
は
予
約
が
必
要
。
 

◇
内
容
 

各
月
齢
で
の
成
長
、
発
達
、
育
児
、
 

遊
び
、
栄
養

（
離乳
食
等
）
相
談
。
 

※
予
約
相
談
は
随
時
、
電
話
に
て
受
付

し
て
い
ま
す
。
 

献
血
の
ご
案
内
 

多
血
小
板
血
奨
成
分
献
血
 

こ
れ
か
ら
の
寒
い
時
期
は
、
血
液
の
 

在
庫
が
不
足
気
味
と
な
る
時
期
で
す
。
 

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

●

1
1月
2
6日
困
 

9
時
3
0分
5
1
5時
3
0分
 

新
町
 
保
健
セ
ン
タ
ー
 

※
予
約
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
，
 

1
1月
2
0日
岡
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

対象児 期 日 

4 カ月児 

健 	診 

平成10年 

7 月生まれ 

12月1日 

（火） 

1
6
健
 
カ
 
月
 
歳
児

診
 

平成 9年 

6月生まれ 

12月22日 

（火） 

3 歳児 

健 	診 

平成 7年 

8月生まれ 

12月17日 

（木） 

11 平成10年11月15日 	五所川原市役所 B35-2111 
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N
 

シ
ク
ラ
メ
ン
栽
培
2
0年
 

苦
労

の
連
続
で
も
 

作
リ
続
け
ま
す
ノ

・
 

小

田
桐
美
喜

雄
さ
ん
 

n
水
野
尾

廿
 

テーマ 

元気で 
長生きの食事 

五所川原市食生活改善推進員会 

」
一
一
一
一
一
一
 

「
一犀
一一一
一
一一
 

H
S
羊
争
吊
い
．
」
片
い
×

・中
」
吉
 

"
m
"
 

呪
苫
ゲ
〈敏
〈
'
＼
暁
一
 

、 

〈作り方〉 

①牛肉は大きめに切る。 

②白滝は熱湯をくぐし、適宜包丁を入れる。こぼ 

う、にんじんは笹がきにする。 

③はくさいは色紙切りにし、しめじは石付きをそ 

ぎ落とし小房に分ける。しゆんぎくは長さを2 

等分する。 

④こ飯はつぶして等分に分け、団子にする。 

⑤だし汁を火にかけ、①と②を煮込み、Aで調味 

し、③と④を加える。 
叱臣乞ト；S・召L召弓ト苫‘、叱・EF叱・ぎ呂臣S・召L,；トい”'"’・、l' "“ 	曇・叱・’ 

材 料（4人分） 

牛肩薄切り肉 
（脂身なし） 	250 g 
白滝 	 1玉 
こぼう 	印g 
にんじん 	1/2本 
はくさい 	2枚 
しめじ 	1パック 
しゆんぎく 小1束 
豆腐 	2(ng 
こ飯 	4叩g 
だし汁 	力ップ5 
A（酒・しようゆ） 

各大さじ2と2/3 

ー
印
 

玉

g
 

呂
・
ぎH
…
【・×
・
苫
・
v
×・
呂
 	'  

． 今回はシクラメンを作り続けて20年、今年 

1月に有限会社「悠久の郷」を発足し、千坪0) 

面積を栽培している小田桐さんを紹介します。 

	出荷の真っ最中ですね 

シクラメンは種まきから出荷するまでに 1 

年位、全部売り終わるまでI年半かかります。 

今が一番忙しいです。 

	シクラメンを作り始めたのは 

今から20年前、 その当時から加入している

農業青年会議の中で勉強しているうちに作る

ことにしました。 それに妻が是非やってみた

いと言いましたしね。 初めは稲作との 2 本立

てでしたが、手間がかかることもあって10年

く らい前からはシクラメン 1本に絞りました。 

	栽培で苦労するところは 

いろいろとありますが、秀品率を上げるこ 

● とです。 シクラメンは天候にデ・リケートなの

で病気になりやすい。 作り始めた頃は半分く

らいが病気になり破棄していました。 

シクラメン用の農薬というものは少ないの

で農薬の使用は試行錯誤でした。 その他にも

用土の調合など苦労の連続でしたが、今では

破棄するのは 1害りく らいに減らせました。 

	小田桐さんにとって農業とは 

こんなに難しいものはない。 植物に自分の

いうとおりになれと言っても無理。 花が自分

に何を訴えているのかを感じてやらなければ、 

いいもの、商品価値のあるものができない。 

大変ですよ。 けれど途中で投げ出すわけにも

いきません。 生きているうちは規模を小さく

しても作り続けたいです。 

結局、 シクラメ ン作りが好きなんです。 

このコーナーでは、市内で農業に従事され
ている方々にスジ」ぐッ トを当てて、厳しい状況
下にあると言われる今の農業を応援します。  

きりたんぽ風だんこ入り牛鍋I 
新米の季節です。お

いしいご飯でつくった

きりたんぽと様々な食

品を組み合わせて作る

牛鍋はいかがでしょう

か。 

お米は糖質とたんぱ

く質、ェネルギーが豊

富。消化、吸収がゆっ

くりすすむので腹もち

の良い食品です。 

月ノ日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

11/22 日
  

兼平内科小児科医院 五所川原市旭町55-2 35-3167 

11/23 月
  

増 田 病 院 五所川原市新町41 34-2727 

11/29 日
  

佐離婦胃翻鴎 五所川原市田町120 35-6311 

※注 1．対応時間（電話で確認してから）9:O0-17:00。 

2．その他、消防署（救急病院案内合34-4999) 

で紹介します。 

五所川原市役所 雪35-2111 	平成10年11月15日 12 


